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都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 450 ha

令和 7 年度　～ 令和 11 年度 令和 7 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市再生整備計画事業の計画　※都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金）において、以下の項目が該当する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 R５年度 R１１年度

事業所 R５年度 Ｒ１１年度

人 R５年度 Ｒ１１年度

分 R６年度 R１１年度観光客の平均滞在時間 繁忙期のアンケートによる平均滞在時間 地域内の滞在環境の向上 １６０分 ２００分

観光産業の立地数 大谷町における観光産業立地数 多様な主体の参画 １４事業所 ２０事業所

公共交通の利用者数 大谷町地内での公共交通（バス）の乗降者数 アクセス性に優れた拠点の形成 109,000人 130,000人

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

観光客の年間入込客数 大谷町における年間入込客数 来訪者の増加・交流による地域の活性化 ７５万人 １２０万人

　宇都宮市においては，平成２９年３月に「立地適正化計画」を策定し，『便利で暮らしやすく１００年先も持続的に発展できるまち，ネットワーク型コンパクトシティ（NCC）の実現』を目指すこととしている。また，「大谷石産業」，「特異な景観」，「歴史的遺産」，「豊かな自然
環境」などを有する大谷町周辺地域を市内唯一の「観光拠点」に位置付け，「地域資源，歴史や伝統・文化を生かした特色ある地域空間の形成」や「公共交通の利便性とともに，自動車でのアクセス性に優れた拠点の形成」を目指し，官民連携のもと「世界に通用する
魅力ある観光地づくり」に向けた取組を進めている。また，都市拠点（市中心部）と市北西部に位置する観光拠点である大谷地域を階層性を有する公共交通や道路ネットワークで結び，大谷地域を含む北西部エリアの観光機能と街なかの宿泊機能など，拠点間で役割
を補完している。

都道府県名 栃木県 宇都宮
う つ の み や

市 大谷
お お や

地区

計画期間 交付期間 11

大目標：ネットワーク型コンパクトシティにおける魅力ある観光拠点の形成
　目標１：地域資源の更なる活用による持続的な地域振興の推進
　目標２：地域資源を活用する多様な主体の参画促進
　目標３：地域資源の更なる磨き上げと滞在環境の向上

　宇都宮市大谷町は「大谷石」を基軸に成長してきた地域であり，その採石の歴史は古くは古墳時代までさかのぼり，また，その利用は明治に入り東京をはじめ関東一円に広がるなど昭和４０年～５０年代まで大谷石産業とともに大きく成長してきた。しかし，昭和５３年
の建築基準法の改正や海外から輸入される低価格帯の建材に押され，最盛期には年間出荷高が約１００億円，採掘業者数が約１２０社あった大谷石産業が，平成２７年度末現在で年間出荷高は約３億円，採掘業者数も８社と衰退し，さらには，平成元年の大谷石採
取場跡地（以下，採取場跡地）の大規模陥没の影響等により，最盛期の観光入込客数が１１７万人程度あった観光業も衰退し，それに起因するように宿泊業，飲食業等の衰退がはじまるとともに，農業分野においても耕作放棄地が多い地域となるなど，地域全体の衰
退へと繫がっていった。
　このような中，ネットワーク型コンパクトシティの形成を都市空間形成の基本方針に掲げる本市では，「大谷石産業」，「特異な景観」，「歴史的遺産」，「豊かな自然環境」などを有する大谷町周辺地域を市内唯一の「観光拠点」に位置付け，「地域資源，歴史や伝統・文
化を生かした特色ある地域空間の形成」や「公共交通の利便性とともに，自動車でのアクセス性に優れた拠点の形成」を目指し，官民連携のもと「世界に通用する魅力ある観光地づくり」に向けた取組を進める中，平成３０年１月には「大谷石に関する歴史文化資源が
多数存在するまち」など，宇都宮市の歴史文化の特徴をキーワードとして「宇都宮市　歴史文化基本構想」を策定するとともに，平成３０年５月には「大谷石文化」が日本遺産に認定された。さらに，大谷地域の個性や特色を守るとともに，来訪者が大谷ならではの風景
を楽しみ，愛着を持って暮らしていけるような景観を保全・創出するため令和３年１月に「景観形成重点地区」や「広告物景観形成重点地区」の指定が行われ，令和６年６月に文化審議会から「大谷の奇岩群と採石産業の文化的景観」を「重要文化的景観」に選定するよ
う文部科学大臣に答申があったところであり，日本遺産「大谷石文化」とも連携し，景観まちづくりによる活動が期待できる。
　平成３１年度より策定された「大谷地区都市再生整備計画１期計画」に基づき実施した，地域の幹線道路や公園等の整備や，域内移動手段の充実及び魅力ある景観づくりの取組などにより周遊・滞在環境が向上したほか，高次都市施設である観光交流センター整
備事業として整備した「大谷コネクト」が令和５年１１月に竣工し，観光周遊のハブとして機能することにより，地域全体での賑わいの創出や交流が図られたところであり，観光入込客数や観光産業の立地数，公共交通の利用者数が増加しているところである。さらに，大
谷地域を流れる準用河川鎧川について改修事業を着手したことにより，大谷地域の地域資源である夏秋いちごの産地化拡大が図られたほか，農業従事者の新規参入が促進されたことにより，地域資源の地域振興等での活用の推進に繋がっているところである。

　・「大谷地区都市再生整備計画１期計画」において，道路等のインフラ及び観光拠点施設の整備が実施されたことにより，地区の魅力が高められ，民間による観光産業の新規出店やソフト事業等の観光コンテンツが充実し，それらを目的として来訪する観光客が増え
ている状況である。今後は，大谷地域振興方針に掲げる，「賑わい続けるまち」の実現に向け，その賑わいを地域全体に広げていくために，訪れた観光客の滞在時間の拡大等を図り，「大谷コネクト」を観光周遊のハブとして地域に点在する歴史文化資源をはじめとし
たあらゆる地域資源を面的に繋げられるような，周遊・滞在環境のさらなる向上に向け，ソフト・ハードの両面からインフラ整備を実施していく必要がある。
・大谷地域の準用河川鎧川周辺（冷熱エネルギーエリア）において，夏秋いちごの産地化拡大と安定的な収量の確保を図り，今後，観光農園など観光周遊の目的地としてエリアを広げ，地区の魅力を高めていくためには，周辺農地の浸水・溢水被害の軽減を図り，事
業者が安定的に農業経営ができ，また，来訪者にとっても安全・安心に観光を楽しむことができる環境の整備が必要であることから，準用河川鎧川の改修整備が求められている。

①第６次宇都宮市総合計画改定基本計画（2023-2027）（令和４年度策定）
　・歴史文化資源を活用した地域活性化の推進
　・個性豊かな観光と交流の創出
②第３次宇都宮市都市計画マスタープラン（2019-2027）（令和元年度策定）
　・大谷地域を核とした魅力ある観光拠点の形成
③大谷地域振興方針（平成３０年度策定）
　・「地域資源の最大限の有効活用」「地域振興の基軸となる「観光」を支える機能の充実」「持続可能な地域振興の推進」

都市のコンパクト化の方針　※都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金）の施行地区要件において、観光等地域資源活用支援型、又は、産業促進区域支援型（施行地区が市街化区域等外に限る）、又は、防災拠点・郊外支援型を適用
する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【観光地づくりを支える機能の充実】
　概ね５年後の目標である１２０万人の観光入込客数に向けた地域振興策や，（仮称）大谷スマートＩＣの設置等によりアクセス性が向上することで観光集
客の促進が期待できる中，大谷地域への来訪者数が増加することを見据え，交通混雑などの課題に対応するとともに，来訪者がくつろぐことのできる空
間の形成や安全・安心に観光を楽しむことができる環境の整備など，上質な観光地・大谷にふさわしいインフラの段階的な整備を進める。

【基幹事業】　市道６３２・６３５号線整備事業
【基幹事業】　大谷公園・大谷景観公園整備事業
【基幹事業】　準用河川鎧川改修事業
【提案事業】　大谷地域滞在環境向上事業

【特異な地域資源の有効活用】
 特異な景観や歴史的遺産などによる多様な地域資源を有効活用することで，来訪者が大谷地域の観光スポットを快適に楽しく周遊できるよう，居心地の
良い環境の向上に向けた特色ある事業を実施する。

【基幹事業】　大谷公園・大谷景観公園整備事業
【提案事業】　大谷地域滞在環境向上事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 宇都宮市 直 220ｍ R2 R9 R7 R9 806.9 806.9 806.9 0.0 806.9 －

公園 宇都宮市 直 15,416㎡ H31 R9 R7 R9 480.3 480.3 480.3 0.0 480.3 －

公園 宇都宮市 直 4,971㎡ R7 R9 R7 R9 238.0 238.0 238.0 0.0 238.0 －

古都保存・緑地保全等事業

河川 宇都宮市 直 2,400ｍ R2 R11 R7 R11 663.0 663.0 663.0 0.0 663.0 －

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

ワーケーション拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

  住宅市街地総合整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

エリア価値向上整備事業

合計 2,188.2 2,188.2 2,188.2 0.0 2,188.2 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

宇都宮市 直 R8 R11 R8 R11 12.0 12.0 12.0 0.0 12.0

合計 12.0 12.0 12.0 0.0 12.0 …B

合計(A+B) 2,200.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
宇都宮市 国土交通省 0.3㎞・0.2㎞ ○ H29 R7 1,694

合計 1,694

0.4交付対象事業費 2,200.2 交付限度額 880.0 国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
交付期間内事業期間

細項目
市道632・635号線

大谷公園

大谷景観公園

（参考）事業期間

準用河川鎧川

地域創造
支援事業

大谷地域滞在環境向上事業

事業 事業箇所名 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
事業主体

全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

（仮称）大谷スマートIC 市道6438号線，市道6439号線

統合したB／Cを記入してください

「都市再生整備計画事業」を活用の場合、本様式を使用すること



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

大谷地区（栃木県宇都宮市） 面積 450 ha 区域 宇都宮市大谷町

Ｎ



様式（１）-⑦-２

観光客の年間入込客数 人 ７５万人 R５年度 → １２０万人 R１１年度

観光産業の立地数 事業所 １４事業所 R５年度 → ２０事業所 R１１年度

公共交通の利用者数 人 109,000人 R５年度 → 130,000人 R１１年度

観光客の平均滞在時間 分 １６０分 R６年度 → ２００分 R１１年度

目標

大目標：ネットワーク型コンパクトシティにおける魅力ある観光拠点の形成
　目標１：地域資源の更なる活用による持続的な地域振興の推進
　目標２：地域資源を活用する多様な主体の参画促進
　目標３：地域資源の更なる磨き上げと滞在環境の向上

代表的
な指標

大谷地区（栃木県宇都宮市）　整備方針概要図（都市再生整備計画事業）

関連事業

（仮称）大谷スマートＩＣ


